













































(5， 5-d i methyl噌トpyr roli ne-N-ox ide) によって
DMPO-OHのスピン Adductをf乍り、 ESR (JES-
TE25X， J EOL. ~rokyo) によりスペクトルを得たo
DMPO“OH と M~2+のスペクトルi七から、 HO' 消去活
性を求めた。ミトコンドリア酸化欝繁としてクエン合
成鮮繁 (CS)活性とチトクロムC酸化酵素 (COX)活
性を測定した。{結果}総走行距離の平均伎土SDは
431.7士353‘5kmで、ぺSD:未満を低活動群 (n=6)、
土lSD以内を中活動群 (n=12)、十lSD以上を潟活動群
(n;5)に群分けした。各筋のHO'治安活性を3群熊
で比較したところ、有意な援は認められなかった。ヒ
ラメ鶴、足農務及び心筋のHO'消去活性とcs活性や
cox滋牲との織に苓窓な報関関係は認められなかったo
i考察}低活動群と高活動群の総走行路織に17倍もの
笈がみられたo ゆえに、群簡で活性畿繁の磯露時間や
撃が大きく築なり、抗酸化能力の逃r.i5も大きく輿なる
ことが予想‘されたが、いずれの筋においてもHO'治
安活性の群熊避は認められなかったo ただし、自発的
な活動は組織の義変化的綴傷を引き起こさない可能性が
報告されており、日O'は元々筋に備わっている抗酸
化能力(グルタチオンなど)によって消去された可能
性や消去機序の中の{患の遜穏で消去されていた可能性
が考えられる。今後、筋肉グルタチオンなどのHO'
消去物質と自発的活動議との鴻係について検討を加え
る必繋がある。{結論}日常活動畿の違いは、営繕筋
のHO'i持去活性に影響撃を及ぼさない可能性が示唆さ
れたo
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